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国立大学法人群馬大学クロスアポイントメントに関する規則 

 

 

平成28. 4. 1  制定 

改正 平成29. 4. 1 平成29. 5. 1 

平成29.12. 1  平成31. 4. 1 

令和 3. 1. 1 令和 5. 4. 1 

令和 6. 4. 1 

 

 （目的） 

第１条 この規則は、国立大学法人群馬大学（以下「本学」という。）における教育研究

活動等の活性化を図るために実施するクロスアポイントメントに関し必要な事項を定

めることを目的とする。 

 

 （定義） 

第２条 この規則において「クロスアポイントメント」とは、次の各号のいずれかに該当

するものをいう。 

（１）国立大学法人群馬大学教職員就業規則（以下「就業規則」という。）の適用を受け

る教授、准教授、講師又は助教（以下「教員」という。）が、本学の教員の身分を

保有したまま本学以外の機関（以下「他機関」という。）の常勤の職員として雇用

され、本学及び当該他機関の業務を行うこと。 

（２）他機関の常勤の職員の身分を保有する者が、当該他機関の身分を保有したまま本学

の教員として雇用され、当該他機関及び本学の業務を行うこと。 

２ この規則において「クロスアポイントメント教員」とは、前項各号のいずれかに該

当する者をいう。 

３ この規則において「学部等」とは、群馬大学学則（以下「学則」という。）第３条

に規定する学部、群馬大学大学院学則（以下「大学院学則」という。）第４条に規定

する研究科及び学府、大学院学則第４条の２に規定する学環、学則第６条に規定する

生体調節研究所、学則第７条に規定する総合情報メディアセンター、学則第７条の２

に規定する機構、学則第８条に規定する学内共同教育研究施設、学則第８条の２に規

定するダイバーシティ推進センター並びに学則別表第１－３に規定する医学部附属病

院をいう。 

   【一部改正】（29.4.1追加/29.5.1/29.12.1/31.4.1/R3.4.1/R5.4.1/R6.4.1) 

 

 （適用条件） 

第３条 クロスアポイントメントは、本学における教育研究活動等の活性化に寄与し、

国立大学法人としての公益性及び公共性を確保できる場合に限り適用できるものとす

る。 

２ クロスアポイントメントを適用することができる他機関は、次の各号に掲げる機関
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とする。 

（１）研究又は教育を主たる業務とする機関 

（２）本学と共同研究等を行う営利企業等 

（３）その他学長が特に必要と認める機関 

 

 （適用期間） 

第４条 クロスアポイントメントを適用する場合の期間は、１月以上の連続する期間とす

る。ただし、期間を定めて雇用されている者については、その者の雇用期間を超える

ことはできない。 

 

 （手続） 

第５条 本学の教員又は他機関の職員にクロスアポイントメントを適用しようとする計画

がある学部等の長は、あらかじめ他機関との事前協議を経て、クロスアポイントメン

トの適用を希望する日の３月前までに所定の申請書（別紙様式）により学長に申請す

るものとする。 

２ 学長は、前項の申請があった場合は、執行役員会議の議を経て、クロスアポイントメ

ントの適用の可否を決定するものとする。 

３ 前２項の規定にかかわらず、学長が特に必要と認める場合は、執行役員会議の議を 

経て、クロスアポイントメントを適用することができる。 

   【一部改正】（R1.9.17） 

 

 （労働条件等） 

第６条 クロスアポイントメント教員の労働時間、休日及び休暇等の取扱いについて

は、国立大学法人群馬大学教職員の労働時間及び休暇等に関する規則の規定にかかわ

らず、本学と他機関との協議により決定する。 

２ クロスアポイントメント教員の給与の取扱いについては、国立大学法人群馬大学教

職員給与規則、国立大学法人群馬大学年俸制適用教員給与規則及び国立大学法人群馬

大学２号年俸制適用教員給与規則の規定にかかわらず、本学と他機関との協議により

決定する。 

３ 前２項に定めるもののほか、クロスアポイントメント教員の勤務に関し必要な事項

は、本学と他機関との協議により決定する。 

   【一部改正】（R1.10.1） 

 

 （職務） 

第７条 クロスアポイントメント教員の本学における職務は、主担当を命ぜられた学部

等の教員と同様とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、クロスアポイントメント教員は、主担当を命ぜられた学

部等の長との合意に基づき、業務内容を軽減できるものとする。 

 

 （協定書の締結等） 
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第８条 学長は、教員にクロスアポイントメントを適用しようとする場合は、他機関の長

と協定書を締結しなければならない。 

２ 学長は、前項の協定書の内容について、クロスアポイントメントを適用しようとする

教員の同意を文書で得るものとする。 

 

 （雑則） 

第９条 この規則に定めるもののほか、クロスアポイントメントに関し必要な事項は、学

長が別に定める。 

 

   附 則 

 この規則は、平成28年４月１日から施行する。 

 

    附 則 

 この規則は、平成29年４月１日から施行する。 

 

    附 則 

 この規則は、平成29年５月１日から施行する。 

 

     附 則 

 この規則は、平成29年12月１日から施行する。 

 

      附 則 

 この規則は、平成31年４月１日から施行する。 

 

   附 則 

 この規則は、令和元年９月１７日から施行する。 

 

   附 則 

 この規則は、令和元年10月１日から施行する。 

 

   附 則 

 この規則は、令和３年４月１日から施行する。 

 

   附 則 

 この規則は、令和５年４月１日から施行する。 

 

附 則 

この改正は、令和６年４月１日から施行する。 

 



別紙様式

（元号）　　年　　月　　日　

　　学　　　長　　殿

申請者（学部等の長）

　職　名

　氏　名 印

２　適 用 期 間

３　適 用 区 分

３　本学での身分

　（１）職　　　名

　（２）配属部署名

４　他機関での身分

　（１）職　　　名

　（２）配属部署名

５　業務従事割合

６　研究成果の取扱

７　申 請 理 由

８　他機関の業務内容

（簡潔に記載）

※他機関の業務内容がわかる資料（定款、概要等）を添付してください。

　・本学（　　　％）　　・他機関（　　　％）

クロスアポイントメント適用申請書　

　　　　　　　　　　　　　　　

　国立大学法人群馬大学クロスアポイントメントに関する規則第５条の規定に基づき、下記のと
おりクロスアポイントメントの適用を申請します。

記

　（元号）　　年　　月　　日 ～ （元号）　　年　　月　　日

　□規則第２条第１号　　□規則第２条第２号

（生年月日）（元号）　年　　月　　日生
　　 ふ り が な

１　適用予定者氏名
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